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前  奏 黙想 

讃 美 歌  60 いずこにみたみの 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  創世記 3:8~10 

      ガラテヤの信徒への手紙 3:26~27 

讃 美 歌  361 主にありてぞ 

説  教 『 キリストを着てどこへでも 』 

祈  禱 

讃 美 歌  324 主イエスはすくいを 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱   後  奏        

 

「その日、風の吹くころ、主なる神が園の中を歩く音が聞こえてきた。アダムと女は、主なる神の

顔を避けて、園の木の間に隠れた(創世 3:8)」。印象的な情景だ。神の足音(?)がどのようなものか想像

してしまう。涼しい風が吹く夕暮。ズッシーン、ズッシーンと地を響かせる、厳かで恐ろしげなもの

ではないか、と思う。太古の神話的な表現だから、主なる神は SF ロボットのように巨大で、声は「ど・

こ・に・い・る・の・か(3:9)」と重低音で園の木々を振動させる。アダムは縮こまって答える。「あ

なたの足音が園の中に聞こえたので、恐ろしくなり、隠れております。わたしは裸ですから(3:10)」。 

一つ問いが浮んだ。神の存在それ自体が恐ろしいのか、それとも自分が裸だという自覚を得て怯え

ているのか。アダムと女は禁止果実を食べて目が開け、「自分たちが裸であることを知り、いちじくの

葉をつづり合わせ、腰を覆うものとしていた(3:7)」。「目が開け」自分の弱さを知ったがゆえに、神と

の遭遇を恐れたのだ。禁忌を破り、「叱られる」と予測して隠れたのではない。ここは大事なところ。 

アダムと女は、自己に目覚め「腰を覆うもの」を身に着けた(3:7)。楽園から追放されるに当たり、

アダムは女をエバと命名した(3:20)。それまでアダムは「人間(2:7)」という一般名詞だったが、エバ

と向かい合ことで「アダム」という固有名詞の人物になった。するとどうだろう。「主なる神は、アダ

ムと女に皮の衣を作って着せられた(3:21)」。開眼、命名、着衣、そして労働(3:23)。ここでアッと気

づかされた。楽園追放の原像は、母の胎(園)から出ていく新たな生命のモチーフではないのか。 

聖書には「着る」とか「身に着ける」という言葉が数多見られる。楽園からの追放もまた、腰蓑や

皮衣を身に着けることで、アダムとエバが「人間」になっていく出発点。言い換えれば、人間とは、

衣服を身にまとっている者のこと。新約時代のゲラサの悪霊憑き。とても通常の共同体では抱えられ

ない狂気だったが(ﾏﾙｺ 5:4)、イエスの癒しで「服を着(5:15)＝人間性の快復」、村へ帰された(5:19)。 

「あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのだ。洗礼を受けてキリス

トに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ているから(ｶﾞﾗﾃﾔ 3:26~27)」。「キリストを着る」とはど

ういうニュアンスなのか。「闇の行いを脱ぎ捨てて光の武具を身に着けよう(ﾛﾏ 13:12)」。「酒宴と酩酊、

淫乱と好色、争いとねたみを捨て、主イエス・キリストを身にまといなさい(13:13~14)」。「滅びに向

かっている古い人を脱ぎ捨て(ｴﾌｪｿ 4:22)～神にかたどって造られた新しい人を身につけよ(4:24)」。 

太古のアダムとエバは、元が裸だったから神からの皮衣をそのまま着た。だが後代の人間はすでに

たくさんの「衣服」を身に着けている。闇の行い、酩酊や争い、滅びに向かう古い人。これらを脱ぎ

捨ててからでないと、「キリストを着る(ｶﾞﾗﾃﾔ 3:27)」ことができない。だから「洗礼を受けてキリス

トに結ばれる(3:27)」。諸々の衣服を脱ぎ捨てる「洗礼」とは何か。「あなたがたは知らないのか。キ

リスト・イエスに結ばれるために洗礼を受けたわたしたちが、またその死にあずかるために洗礼を受

けたことを(ﾛﾏ 6:3)」。洗礼によって私たちは、キリストと共に十字架で死に、キリストに結ばれる。 

「アダムによってすべての人が死ぬことになったように、キリストによってすべての人が生かされ

る(Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:22)」。私のアダムは死に、私はキリストを着、キリストの命で生きる。今も、永遠に。 

着ていたアダムを脱いでキリストを着る キリストのサイズは はたして私に合っているだろうか 

ごろりとステテコでいても ネクタイを締めても キリストを着ている 気にならないほど自然に 

9/11(月)10:00～11:30八ケ岳教会の甲府聖研(YMCA)。9/16(土)1:30～3:30メディカルカフェ。次主

日 9/17は長崎哲夫牧師が説教。9/12～17山本牧師は初めての夏休み、皆様ありがとうございます。 
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